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資
料
を
展
示
・
公
開
す
る
大
友
亀
太
郎
と
札
幌
村
に
つ
い

て
簡
潔
に
紹
介
し
た
い
。

　

⑴　

大
友
亀
太
郎
の
札
幌
開
拓
の
事
績

　

亀
太
郎
は
一
八
三
四
（
天
保
五
）
年
、
相
模
国
足
柄
下

郡
西
大
友
村
（
現
在
の
小
田
原
市
）
の
農
家
の
生
ま
れ
。

次
男
に
家
督
を
譲
り
、
二
二
歳
で
二
宮
尊
徳
に
師
事
し
、

道
徳
と
経
済
の
融
和
を
説
く
「
報
徳
思
想
」
と
、
こ
れ
に

基
づ
く
土
木
や
村
づ
く
り
な
ど
の
技
術
（
報
徳
仕
法
）
を

学
ん
だ
経
歴
が
あ
る
。

　

幕
府
の
命
を
受
け
て
、
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
に
蝦

夷
地
に
渡
っ
た
亀
太
郎
は
、
ま
ず
現
在
の
木
古
内
、
次
に

大
野
、
七
飯
、
鶴
野
の
開
拓
を
成
し
遂
げ
、
そ
の
実
績
を

認
め
ら
れ
、
一
八
六
六
（
慶
応
二
）
年
に
は
石
狩
地
方
の

開
拓
に
当
た
る
「
蝦
夷
地
開
墾
掛
」
の
任
を
命
じ
ら
れ
た
。

同
年
四
月
に
石
狩
の
地
に
到
着
し
た
亀
太
郎
は
、
フ
シ
コ

サ
ツ
ポ
ロ
川
上
流
域
を
御お

手て

作さ
く

場ば

（
幕
府
直
営
農
場
）
の

は
じ
め
に

　

札
幌
市
営
地
下
鉄
・
環
状
通
東
駅
か
ら
徒
歩
数
分
、
札

幌
市
東
区
の
住
宅
街
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
に
囲
ま
れ
る

よ
う
に
し
て
立
地
す
る
、
真
っ
赤
な
外
観
が
印
象
的
な
建

物
が
あ
る
。こ
の
施
設
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
聞
く
た
め
、

筆
者
が
こ
こ
を
訪
れ
た
二
〇
一
九
年
一
一
月
、
正
門
の
横
に

は
大
き
な
看
板
が
掲
げ
ら
れ
、「
２
０
１
９
年 

札
幌
村
開
拓

の
祖 

大
友
亀
太
郎
着
任
１
５
３
年
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

正
門
を
通
過
し
て
敷
地
内
に
入
る
と
す
ぐ
、
右
手
に
置
か
れ

た
「
大
友
亀
太
郎
像
」
に
出
迎
え
を
受
け
る
。
こ
こ
は
「
札

幌
村
郷
土
記
念
館
」
と
い
う
市
有
の
文
化
施
設
で
あ
る
。

　

札
幌
市
で
は
、「
札
幌
の
開
拓
の
歴
史
や
先
人
の
生
活
、

文
化
等
を
理
解
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な

資
料
を
展
示
・
公
開
」
す
る
施
設
を
「
郷
土
資
料
館
」
と
総

称
し
、
こ
れ
に
該
当
す
る
施
設
は
市
内
に
一
三
カ
所（
１
）あ
る
と

し
て
い
る
。
札
幌
村
郷
土
記
念
館
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。

　

札
幌
村
郷
土
記
念
館
（
以
下
、
記
念
館
）
が
展
示
・
公

開
す
る
「
札
幌
の
開
拓
の
歴
史
や
先
人
の
生
活
、
文
化
等

を
理
解
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資

料
」
は
、
施
設
名
と
前
出
の
看
板
か
ら
読
み
取
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
現
在
の
札
幌
市
東
区
の
地
に
一
九
五
五
（
昭
和

三
〇
）
年
ま
で
存
在
し
た
「
札
幌
村
」
と
い
う
自
治
体
で

営
ま
れ
た
住
民
生
活
や
農
耕
に
関
す
る
も
の
と
、
幕
末
期

か
ら
こ
の
地
を
拠
点
に
札
幌
開
拓
に
取
り
組
ん
だ
大
友
亀

太
郎
（
一
八
三
四
～
九
七
年
）
の
事
績
に
関
す
る
も
の
で

あ
る
。
記
念
館
の
立
地
す
る
敷
地
は
、
先
述
の
亀
太
郎
像

横
の
碑
に
も
あ
る
と
お
り
、
彼
の
役
宅
の
跡
地
（
史
跡
）

に
他
な
ら
な
い
。
彼
の
指
導
の
も
と
、
幕
末
期
に
始
ま
る

札
幌
村
で
の
開
拓
の
営
み
は
、
後
の
道
都
札
幌
の
誕
生
に

つ
な
が
る
重
要
な
礎
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

１
．
大
友
亀
太
郎
と
札
幌
村
に
つ
い
て

　

記
念
館
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
記
念
館
が
そ
の
関
係

大
友
亀
太
郎
の
事
績
と
札
幌
村
の
生
活
史
を
伝
え
る

　
―
「
札
幌
村
郷
土
記
念
館
」を
訪
ね
て

　

正　

木　

浩　

司

北
海
道
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
レ
ポ
ー
ト
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開
墾
地
と
定
め
、
す
ぐ
に
用
水
路
や
道
路
、
橋
と
い
っ
た

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
着
手
し
た
と
い
う
。

　

大
友
亀
太
郎
の
名
を
後
世
に
伝
え
る
も
の
の
な
か
で
特

に
際
立
つ
の
が
用
水
路
で
あ
る
。「
大お
お
と
も
ぼ
り

友
堀
」
と
呼
ば
れ

た
こ
の
用
水
路
は
、
全
長
約
四
㌔
（
南
三
条
～
北
六
条
～
伏

篭
川
）
に
及
び
、
飲
料
水
、
水
田
の
灌
漑
用
水
、
舟
運
、
用

排
水
に
も
使
わ
れ
た
ほ
か
、
島
義
勇
（
開
拓
判
官
）
の
指
導

に
よ
る
札
幌
で
の
都
づ
く
り
（
一
八
六
九
年
一
〇
月
～
七
〇

年
一
月
）
に
お
い
て
は
東
西
の
基
準
線
と
さ
れ
た
。
大
友
堀

は
後
に
南
三
条
～
北
六
条
の
部
分
は
「
創
成
川
」
と
な
り
、

北
六
条
～
伏
篭
川
の
間
は
役
割
を
終
え
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
。

　

一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
に
北
海
道
を
去
っ
た
亀
太
郎

は
、
い
く
つ
か
の
県
で
要
職
を
歴
任
し
た
後
、
一
八
七
四

（
明
治
七
）年
に
故
郷
の
神
奈
川
県
に
戻
り
、一
八
八
一（
明

治
一
四
）
年
に
は
県
会
議
員
に
初
当
選
し
、
同
職
を
四
期

務
め
た
。

　

⑵　

札
幌
村
の
沿
革

　

大
友
亀
太
郎
が
札
幌
開
拓
に
当
た
っ
た
期
間
は
四
年
ほ

ど
と
決
し
て
長
い
期
間
で
は
な
い
が
、
こ
の
間
に
国
内
で

は
明
治
維
新
と
い
う
大
き
な
政
体
変
革
が
あ
り
、
こ
れ
に

伴
い
蝦
夷
地
も
「
北
海
道
」
に
改
称
さ
れ
た
。

　

亀
太
郎
は
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
に
北
海
道
を
去
っ

た
が
、
そ
の
後
も
札
幌
村
に
は
入
植
者
（
開
拓
者
）
の
移

住
が
進
み
、
特
に
国
内
で
は
初
の
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
の
広
大

な
農
地
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
そ
の
成
果
は
札
幌
市

東
区
に
今
日
も
残
る
。

　

自
治
体
と
し
て
の
札
幌
村
は
、
近
隣
の
諸
村
と
の
合
併

や
、
国
の
地
方
制
度
の
変
遷
の
中
で
再
編
が
続
き
、
以
下

の
と
お
り
、
数
回
の
設
立
を
く
り
返
し
た
。

　

大
友
亀
太
郎
ら
に
よ
っ
て
開
墾
さ
れ
た
フ
シ
コ
サ
ツ
ポ

ロ
川
上
流
域
の
御
手
作
場
は
、
そ
の
後
「
札
幌
元
村
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
が
一
八
七
〇
（
明
治
三
）

年
に
近
隣
に
開
村
さ
れ
た
「
札
幌
新
村
」
と
一
八
七
一
（
明

治
四
）
年
五
月
に
合
併
し
て
札
幌
村
が
誕
生
し
て
い
る
。

こ
の
札
幌
村
は
、「
大
区
小
区
制
」（
一
八
七
二
年
制
定
）

や
「
郡
区
町
村
編
成
法
」（
一
八
七
八
年
制
定
）
の
時
代

を
経
て
、一
九
〇
二（
明
治
三
五
）年
四
月
ま
で
存
続
し
た
。

　

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
四
月
に
札
幌
村
に
起
き
た

変
化
は
、
近
隣
の
苗
穂
村
、
丘
珠
村
、
雁
来
村
と
の
合
併

で
あ
る
。
そ
の
際
、「
市
制
・
町
村
制
」（
一
八
八
九
年
施
行
）

が
適
用
外
と
な
っ
た
北
海
道
の
町
村
に
関
す
る
独
自
制
度

「
北
海
道
一
級
町
村
制
・
二
級
町
村
制
」（
一
八
九
七
年
制

定
）
の
も
と
、
二
級
町
村
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
二
級
町
村
と
さ
れ
た
札
幌
村
は
、
一
九
二
四

（
大
正
一
三
）年
四
月
に
至
っ
て
一
級
町
村
に
昇
格
さ
れ
た
。

　

一
級
町
村
と
し
て
の
札
幌
村
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終

戦
後
ま
で
存
続
し
、
日
本
国
憲
法
と
同
日
の
一
九
四
七
年

五
月
三
日
に
施
行
さ
れ
た
「
地
方
自
治
法
」
の
も
と
で
普

札幌村郷土記念館の外観

敷地内の大友亀太郎像と役宅跡の碑
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通
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
町
村
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

こ
れ
が
札
幌
村
の
最
終
的
な
姿
で
あ
り
、
冒
頭
で
も
触
れ

た
と
お
り
、
一
九
五
五
（
昭
和
三
〇
）
年
三
月
に
札
幌
市

と
合
併
す
る
ま
で
存
続
し
た
。

　

札
幌
市
は
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
四
月
に
政
令
指

定
都
市
に
指
定
さ
れ
、
七
つ
の
行
政
区
を
設
置
す
る
が
、

こ
の
う
ち
の
東
区
が
札
幌
村
の
範
囲
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

２
．
記
念
館
設
立
の
経
緯

　

札
幌
村
郷
土
記
念
館
の
運
営
は
、「
札
幌
村
郷
土
記
念

館
保
存
会
」（
会
長
＝
橋
場
善
光
）（
以
下
、
保
存
会
）
と

い
う
任
意
団
体
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
記
念
館
の

設
立
を
成
し
遂
げ
た
の
は
、
こ
の
保
存
会
の
前
身
で
あ
る

「
札
幌
村
郷
土
記
念
館
建
設
期
成
会
」（
以
下
、
期
成
会
）

で
あ
る
。

　

期
成
会
の
設
立
は
、
準
備
会
と
し
て
の
活
動
期
間
を
経

て
、
正
式
に
は
一
九
七
六
（
昭
和
五
一
）
年
の
こ
と
で
あ

る
。
期
成
会
の
会
員
は
、
か
つ
て
札
幌
村
で
開
拓
や
農
作

業
に
当
た
っ
た
人
々
の
子
孫
（
二
世
、
三
世
）
た
ち
。
彼

ら
を
中
心
に
一
五
〇
～
二
〇
〇
名
ほ
ど
が
加
入
し
、
会
の

活
動
を
支
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
作
成
さ
れ
た「
札
幌
村
郷
土
記
念
館
建
設
趣
意
書
」

は
、
記
念
館
の
建
設
を
求
め
る
理
由
に
つ
い
て
、「
先
人

の
苦
難
と
と
も
に
残
さ
れ
た
貴
い
幾
多
の
資
料
」
を
「
収

集
展
示
し
、（
中
略
）
永
く
後
世
に
伝
え
た
い
」
と
記
し

て
い
た
。
あ
わ
せ
て
、
こ
の
時
期
に
記
念
館
の
建
設
が
希

求
さ
れ
た
背
景
に
は
、
冬
季
五
輪
の
開
催
（
一
九
七
二
年

二
月
）
や
政
令
指
定
都
市
へ
の
指
定
（
同
年
四
月
）
な
ど

を
経
て
、
大
都
市
へ
と
変
貌
し
て
い
く
一
九
七
〇
年
代
の

札
幌
市
に
あ
っ
て
、
先
人
た
ち
の
開
拓
の
功
績
を
伝
え
る

資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
憂
慮
が
あ
っ
た
こ
と

も
、
同
趣
意
書
か
ら
は
う
か
が
い
知
れ
る
。

　

期
成
会
と
市
の
尽
力
に
よ
り
、記
念
館
は
一
九
七
六（
昭

和
五
一
）
年
一
二
月
に
新
築
さ
れ
、
翌
一
九
七
七
（
昭
和

五
二
）年
四
月
一
二
日
を
も
っ
て
開
館
に
至
っ
て
い
る（
開

館
の
二
日
前
、
四
月
一
〇
日
に
開
館
記
念
式
典
を
開
催
）。

開
館
に
伴
い
、
同
月
三
〇
日
付
け
で
期
成
会
は
解
散
し
、

こ
れ
を
改
組
し
て
新
た
に
発
足
し
た
の
が
、
現
在
も
記
念

館
の
運
営
主
体
と
な
っ
て
い
る
保
存
会
で
あ
る
。
期
成
会

の
会
員
も
大
部
分
が
保
存
会
の
会
員
へ
と
移
行
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

３
．
展
示
資
料
の
概
要
と
市
の
文
化
財
等
へ
の
指
定

　

状
況

　

記
念
館
は
二
階
建
て
で
、
一
階
に
札
幌
村
で
の
タ
マ
ネ

ギ
栽
培
に
関
わ
っ
た
農
具
な
ど
が
、
二
階
に
は
大
友
亀
太

郎
に
関
す
る
古
文
書
類
や
、札
幌
村
の
住
民
の
生
活
用
具
、

タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
や
販
売
に
関
す
る
資
料
な
ど
が
多
数
展

館内１階の展示室内の様子

館内２階の展示室内の様子
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は
関
連
す
る
貴
重
な
資
料
が
保
存
さ
れ
、
保
存
会
に
よ
る

様
々
な
研
究
や
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
丹
念
な
取
組
み
が
見
ら
れ
、

さ
ら
に
大
友
堀
遺
構
は
、
現
在
の
創
成
川
の
ル
ー
ツ
で
あ

り
、
札
幌
の
碁
盤
の
目
の
街
区
の
基
点
と
な
っ
て
お
り
、

札
幌
市
の
都
市
軸
の
ひ
と
つ
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
る
上
で
の
役
割
と
い
っ
た
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ヘ

リ
テ
ー
ジ
に
期
待
し
ま
す
。」

　

本
件
が
「
北
海
道
遺
産
」
に
選
定
さ
れ
た
二
〇
一
八
年

は
、「
北
海
道
命
名
一
五
〇
年
目
」
の
節
目
を
記
念
す
る

道
庁
主
催
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
道
内
各
地
で
盛
ん
に

行
わ
れ
た
年
に
当
た
る
。
こ
の
こ
と
も
記
念
館
や
大
友
亀

太
郎
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
あ
ら
た
め
て
高
め
さ
せ
る

追
い
風
に
な
っ
た
と
い
う
。

４
．
活
動
の
現
状
と
今
後
の
課
題

　

先
述
の
と
お
り
、
記
念
館
の
運
営
は
「
札
幌
村
郷
土
記

念
館
保
存
会
」
と
い
う
団
体
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。

館
に
常
駐
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
保
存
会
が
雇
用
す
る
事
務
局

長
一
名
の
み
で
、
館
内
の
ガ
イ
ド
や
日
常
的
な
事
務
作
業

な
ど
様
々
な
業
務
を
一
手
に
こ
な
す
が
、
非
常
勤
の
館
長

も
頻
繁
に
館
を
訪
れ
て
、
事
務
局
長
の
職
務
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
と
い
う
。

　

記
念
館
の
建
設
資
金
は
、
市
と
期
成
会
（
保
存
会
の
前

身
）
の
岩
田
徳
治
が
半
分
ず
つ
を
出
し
合
い
、
設
計
お
よ

び
施
工
は
市
が
行
っ
た
。
館
内
の
展
示
資
料
の
多
く
は
保

存
会
が
会
員
か
ら
寄
贈
を
受
け
て
集
積
し
て
き
た
も
の
で

あ
る
が（
２
）、
こ
の
う
ち
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
に
つ

示
さ
れ
て
い
る
。展
示
資
料
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

一
階
で
は
、室
奥
の
馬
鍬
を
再
現
し
た
大
が
か
り
な
展
示
、

二
階
で
は
、
手
前
に
配
置
さ
れ
て
い
る
札
幌
村
役
場
（
一

九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
に
札
幌
村
公
会
堂
と
し
て
建
設

さ
れ
、一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
よ
り
役
場
庁
舎
と
な
っ

た
も
の
）
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
模
型
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
強
い
存

在
感
を
放
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
記
念
館
の
展
示
資
料
の
一
部
や
、
大
友
亀
太
郎

の
事
績
や
遺
構
は
現
在
、
自
治
体
な
ど
が
指
定
す
る
文
化

財
や
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
一
九
八
七
年
二
月
二
〇
日
に
、
館
内
の
展
示
資
料

の
一
部
が
「
札
幌
村
・
大
友
亀
太
郎
関
係
歴
史
資
料
及
び

史
跡
」
の
名
称
で
札
幌
市
の
文
化
財
（
指
定
番
号
第
九
号
）

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
文
化
財
の
種
別
で
は
、
以
下
の
よ

う
な
区
分
に
な
る
。

・　

有
形
文
化
財
「
札
幌
村
玉
葱
関
係
資
料
」
（
一

式
四
四
種
五
九
点
）

耕
う
ん
整
地
用
具
（
四
種
四
点
）、
作
条
・
播

種
用
具
（
四
種
四
点
）、
施
肥
用
具
（
七
種
七

点
）、
覆
土
・
鎮
圧
用
具
（
三
種
五
点
）、
間
引
・

除
草
用
具
（
五
種
六
点
）、
収
納
・
こ
ん
包
用

具
（
一
〇
種
一
八
点
）、販
売
・
そ
の
他
用
具
（
九

種
一
二
点
）

・　

有
形
文
化
財
「
大
友
亀
太
郎
関
係
資
料
」
（
五

五
点
）                              

古
文
書
（
三
七
点
）、
遺
品
（
四
点
）、
ゆ
か
り

の
品
（
一
四
点
）

・　

史
跡
「
大
友
亀
太
郎
役
宅
跡
」
（
五
五
三
・
一

〇
平
方
㍍
）

　

指
定
書
に
記
載
さ
れ
る
「
特
徴
に
関
す
る
こ
と
」（
指

定
理
由
）
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
札
幌
村
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
年
）、
大
友
亀
太
郎

に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
、
明
治
以
後
の
札
幌
開
拓
の
先
駆
的

な
役
割
を
果
し
た
。
／
そ
の
関
係
資
料
は
札
幌
の
、
ひ
い

て
は
北
海
道
の
発
展
を
知
る
う
え
で
極
め
て
貴
重
な
歴
史

資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
役
宅
跡
は
歴
史
的
記
念
物
と
し

て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
／
ま
た
、
札
幌
村
は
北
海
道
に

お
け
る
玉
葱
栽
培
の
先
進
地
と
し
て
発
展
し
た
が
、
そ
の

玉
葱
関
係
の
農
耕
具
な
ど
の
資
料
は
、
農
耕
具
の
改
良
、

工
夫
、
耕
作
の
改
善
の
あ
ゆ
み
を
知
る
う
え
で
、
極
め
て

貴
重
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。」

　

ま
た
、
右
記
の
指
定
か
ら
約
三
〇
年
の
時
を
経
て
、
二

〇
一
八
年
一
一
月
一
日
付
け
で
、「
大
友
亀
太
郎
の
事
績

と
大
友
堀
遺
構
」
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
海
道
遺
産
協
議
会

に
よ
り
「
北
海
道
遺
産
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
本
件
は

第
三
回
選
定
分
（
第
五
三
号
～
第
六
七
号
、
一
五
件
）
の

う
ち
の
一
件
に
当
た
り
、
全
体
の
通
し
番
号
と
し
て
第
五

九
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
協
議
会
に
よ
る
選
定
理
由
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
「
こ
の
遺
産
は
、北
海
道
の
近
世
開
拓
の
一
つ
の
ス
ト
ー

リ
ー
で
あ
り
、
と
く
に
農
業
開
拓
の
基
盤
づ
く
り
で
あ

り
、
札
幌
開
基
の
源
流
と
な
っ
た
取
り
組
み
と
遺
構
を
評

価
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
も
大
友
亀
太
郎
の
業
績
を
語
り

継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
札
幌
村
郷
土
記
念
館
に
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い
て
は
指
定
時
に
市
に
寄
贈
さ
れ
る
一
方
、
そ
れ
以
外
の

展
示
物
は
保
存
会
の
所
有
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

市
は
「
札
幌
村
歴
史
資
料
等
管
理
業
務
」
を
委
託
す
る
こ

と
と
し
、
こ
れ
を
保
存
会
が
特
定
随
意
契
約
で
受
託
す
る

と
い
う
格
好
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
館
の
運
営
主
体
は
保

存
会
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
管
理
の

形
式
を
整
え
た
こ
と
に
は
、
所
有
者
を
市
と
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
的
に
資
料
等
が
散
逸
し
て
し
ま
う
よ
う
な

事
態
を
回
避
す
る
狙
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

記
念
館
で
実
施
さ
れ
て
い
る
事
業
は
、
基
本
的
に
、
館

内
の
展
示
資
料
の
一
般
公
開
を
通
じ
て
、
大
友
亀
太
郎
の

事
績
や
札
幌
村
の
歴
史
を
周
知
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
付
随
し
て
、
調
査
・
研
究
活
動
や
、

館
内
の
説
明
資
料
、
配
布
用
資
料
の
作
成
の
作
業
な
ど
も

発
生
す
る
。
事
業
の
主
な
財
源
は
、
保
存
会
の
会
員
か
ら

集
め
る
会
費
と
、
市
か
ら
の
業
務
委
託
費
（
二
〇
一
九
年

度
三
二
四
万
円
）
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
近
年
で
は
、
時
機
を
捉
え
て
の
記
念
講
演

会
を
以
下
の
と
お
り
二
回
開
催
し
て
き
て
い
る
（
い
ず
れ

も
会
場
は
札
幌
東
区
民
セ
ン
タ
ー
）。
こ
の
よ
う
な
講
演

会
の
開
催
は
、
保
存
会
と
し
て
は
発
足
以
来
経
験
が
全
く

無
く
、一
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

一
回
目
は
、
大
友
亀
太
郎
の
札
幌
開
拓
に
着
任
し
た
一

八
六
六
年
か
ら
一
五
〇
年
の
節
目
を
記
念
し
た
講
演
会
で

あ
る
。札
幌
市
東
区
連
合
町
内
会
連
絡
協
議
会
と
の
共
催
、

他
一
〇
件
の
後
援
に
よ
り
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日

に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
講
演
会
で
は
、「
大
友
亀
太
郎
と

そ
の
時
代
」
の
演
題
で
基
調
講
演
（
講
師
＝
合
田
一
道
氏

（
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
））
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
亀
太

郎
の
子
孫
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
た
と
い
う
。

参
加
者
の
募
集
定
員
を
二
〇
〇
人
と
し
て
い
た
と
こ
ろ

が
、
当
日
は
こ
れ
を
大
幅
に
超
え
る
約
四
五
〇
人
が
参
加

し
、
立
ち
見
も
出
る
ほ
ど
の
盛
況
だ
っ
た
と
い
う
。

　

二
回
目
は
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ

た
、「
北
海
道
遺
産
」
へ
の
選
定
記
念
講
演
会
で
あ
る
。

こ
の
と
き
に
は「
北
海
道
遺
産
と
な
っ
た
大
友
堀
と
東
区
」

の
演
題
で
の
基
調
講
演
の
ほ
か
、
記
念
館
の
館
長
か
ら
の

報
告
も
含
め
、
三
本
の
課
題
報
告
が
行
わ
れ
た（
３
）。
ま
た
、

こ
の
折
に
は
、
大
友
家
五
代
目
当
主
の
大
友
隆
之
氏
が
神

奈
川
県
小
田
原
市
か
ら
駆
け
つ
け
、
北
海
道
を
離
れ
て
か

ら
神
奈
川
県
議
な
ど
と
し
て
郷
土
の
発
展
に
尽
力
し
た
亀

太
郎
の
功
績
を
紹
介
し
、「
業
績
が
北
海
道
遺
産
に
選
定

さ
れ
、後
世
に
語
り
継
が
れ
る
こ
と
は
大
変
光
栄
な
こ
と
」

な
ど
と
語
っ
た
と
い
う（
４
）。
会
場
に
は
、
市
の
文
化
財
課
や

地
元
東
区
役
所
（
総
務
企
画
課
広
聴
係
）
も
告
知
に
積
極

的
に
協
力
し
た
こ
と
も
奏
功
し
、
参
加
者
の
募
集
定
員
を

一
〇
〇
人
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
約
一
五
〇
人
ほ
ど
が
集

ま
っ
て
い
た
。

　

聞
き
取
り
の
最
後
に
、
保
存
会
や
記
念
館
と
し
て
の
活

動
上
の
課
題
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の
玉
井
晶
子
氏
に
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
開
館
か
ら
四
〇
年
以
上
を
経
過
し

て
な
お
、
記
念
館
の
知
名
度
が
な
か
な
か
上
が
ら
な
い
、

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
先
述
の
記
念
講
演
会
開
催
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
背
景
に
も
こ
う
し
た
課
題
意
識
が
あ
っ
た

と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
一
定
の
活
動
実
績

を
有
す
る
団
体
な
い
し
施
設
に
と
っ
て
み
れ
ば
、「
北
海

道
遺
産
」
の
よ
う
な
新
た
な
ス
テ
ー
タ
ス
を
獲
得
し
た
こ

と
、
こ
れ
を
好
機
と
し
て
記
念
講
演
会
を
開
催
し
、
目
標

以
上
の
参
加
者
を
集
め
得
た
と
い
う
実
績
は
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
の
展
開
に
お
い
て
追
い
風
と
し
て
作
用
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
地
道
な

活
動
の
継
続
と
、
こ
れ
を
土
台
と
し
た
取
り
組
み
の
さ
ら

な
る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

事務局長の玉井晶子さん（左）と、館長の山田治仁さん
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れ
た
と
い
う
。

（
３
）　

北
海
道
遺
産
第
三
回
選
定
記
念
講
演
会
の
内
容
は
以
下

の
と
お
り
。
基
調
講
演
「
北
海
道
遺
産
と
な
っ
た
大
友
堀

と
東
区
」（
講
師
＝
松
岡
洋
一
氏
）、
課
題
報
告
①
「
航
空

写
真
か
ら
見
た
大
友
堀
に
至
る
道
」（
報
告
者
＝
井
上
三

男
氏
）、
同
②
「
土
木
史
か
ら
見
た
大
友
堀
と
創
成
川
」

（
報
告
者
＝
山
田
大
隆
氏
）、
同
③
「
北
海
道
遺
産
と
し
て

の
札
幌
村
郷
土
記
念
館
」（
報
告
者
＝
山
田
治
仁
氏
）。

（
４
）　
『
読
売
新
聞
』（
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
日
付
朝
刊
）
掲

載
「
イ
ン
マ
イ
タ
ウ
ン
」
を
参
照
し
た
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

札
幌
市
教
育
委
員
会
「
札
幌
市
文
化
財
指
定
書
（
第
九
号
）」

一
九
八
七
年
二
月
二
〇
日

・　

札
幌
村
郷
土
記
念
館
作
成
資
料
「
東
区
（
札
幌
村
）
の
開

祖 

大
友
亀
太
郎
物
語
」
二
〇
一
八
年
一
一
月

・　

札
幌
村
郷
土
記
念
館
建
設
期
成
会
「
札
幌
村
郷
土
記
念
館

建
設
趣
意
書
」
一
九
七
六
年

・　

鈴
江
英
一
『
北
海
道
町
村
制
度
史
の
研
究
』
北
海
道
大
学

図
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年

・　

松
岡
洋
一
「
札
幌
村
・
大
友
亀
太
郎
関
係
歴
史
資
料
及
び

史
跡
」（
北
海
道
遺
産
第
三
回
選
定
記
念
講
演
会
・
基
調
講

演
の
参
考
資
料
）
二
〇
一
九
年
一
一
月
一
六
日

【
参
照
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
』

・　

札
幌
市
東
区
市
民
部
北
栄
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー＞

大
友

亀
太
郎
着
任
１
５
０
年
記
念
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た

https://w
w

w.city.sapporo.jp/higashi/hokuei/

kiji/hokuei161020.htm
l

・　

札
幌
市
役
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト＞

郷
土
資
料
館

http://w
w

w.city.sapporo.jp/shim
in/bunkazai/

kyoudoshiryoukan.htm
l

・　

札
幌
市
役
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト＞

市
民
文
化
局
文
化
部　

平

成
三
〇
年
度
指
名
競
争
入
札
及
び
随
意
契
約
の
結
果

http://w
w

w
.city.sapporo.jp/shim

in/bunka/

keiyaku/sim
eizuii30.htm

l

 

・　

札
幌
村
郷
土
記
念
館

http://w
w

w.ncf.or.jp/w
g/higashiku-nc/kinenkan/

sapporom
ura.htm

l

・　

創
成
川
公
園

https://w
w

w.sapporo-park.or.jp/sousei/?page_

id=896

・　

北
海
道
遺
産

https://w
w

w.hokkaidoisan.org/

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

札
幌
村
郷
土
記
念
館

・　

所
在
地　

札
幌
市
東
区
北
13
条
東
16
丁
目
２

－

６

　
　
　
　
　
　

地
下
鉄
・
環
状
通
東
駅
よ
り
徒
歩
約
３
分

・　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
１

－

７
８
２

－

２
２
９
４

・　

開　

館　

火
～
日
曜
日　

10
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
月
曜
日
休
館
、
年
末
年
始
休
）

・　

入
館
料　

無
料

　

【
謝
辞
】

　

本
稿
の
基
に
な
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
へ
の
対
応
お
よ
び
本
稿
の
執

筆
に
あ
た
っ
て
は
、札
幌
村
郷
土
記
念
館
の
玉
井
晶
子
事
務
局
長
、

山
田
治
仁
館
長
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
お
名
前
を
記
し
、

謝
意
を
表
し
ま
す
。

【
注
】

（
１
）　

札
幌
村
郷
土
記
念
館
を
除
く
郷
土
資
料
館
一
二
施
設
は

以
下
の
と
お
り
。
手
稲
記
念
館
、
琴
似
屯
田
歴
史
館
・
資

料
室
、
新
琴
似
屯
田
兵
中
隊
本
部
、
屯
田
郷
土
資
料
館
、

篠
路
烈
々
布
郷
土
資
料
館
、
白
石
郷
土
館
、
つ
き
さ
っ
ぷ

郷
土
資
料
館
、
福
住
開
拓
記
念
館
、
あ
し
り
べ
つ
郷
土
館
、

平
岸
郷
土
史
料
館
、
簾
舞
郷
土
資
料
館
、
定
山
渓
郷
土
博

物
館
。

（
２
）　

保
存
会
が
集
積
し
て
き
た
資
料
の
ほ
か
、
札
幌
市
が
亀

太
郎
の
子
孫
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
も
の
も
あ
る
。

　
　
　

本
稿
の
基
に
な
っ
た
保
存
会
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
際
、資
料
の
一
つ
と
し
て
、『
北
海
道
新
聞
』
の
記
事
（
一

九
八
七
年
一
月
八
日
付
）
の
提
供
を
受
け
た
。
記
事
の
見

出
し
は
「
開
拓
の
祖
・
大
友
亀
太
郎
／
子
孫
、
札
幌
市
に

遺
品
寄
贈
、
古
文
書
類
を
34
点
／
近
く
市
の
有
形
文
化
財

に
」
で
あ
る
。
記
事
に
よ
る
と
、
亀
太
郎
の
子
孫
で
あ
る

大
友
和
夫
氏
（
小
田
原
市
在
住
）
が
所
有
し
て
い
た
古
文

書
類
三
四
点
は
、
一
九
八
六
年
六
月
か
ら
札
幌
市
教
育
委

員
会
が
借
り
受
け
て
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

も
含
め
た
記
念
館
の
展
示
資
料
が
一
九
八
六
年
一
一
月
に

市
文
化
財
保
護
審
議
会
で
市
の
有
形
文
化
財
へ
の
指
定
が

決
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
あ
ら
た
め
て
札
幌
市
に
寄
贈
さ


